
第１６回 創造ものづくり教育フェアinえちご 

「豊かな生活を創るアイディアバッグ」コンクール 実施要項 

 

１．目 的 中学校技術・家庭科で学習した内容を生かし、ものづくりの技能向上を図り、

物をつくることや活用の喜びを味わうとともに、実践・発表の機会とする。作

品を通して、生徒の技術能力を評価し、ものづくりの技術を競う全国大会参加

の県予選を行う。 

 

２．日 程 作品提出締め切り  ：平成 28 年 10 月 14 日（金）必着 

      作品審査        ：平成 28 年 10 月 21 日（金）予定  

       

３．課題および製作上の注意点について（基本的に平成 27 年度のものと同様） 

 ①課題『バッグ』 

②使用する布の合計面積は 110ｃｍ×50～100ｃｍとする。使用する布は、複数種類使っ

てもよい。古着を布として利用することは可能だが古着に付いているポケットやファス

ナー、ボタン等の部分をそのまま利用することは認めない。キャラクターの布は不可。 

③『バッグ』について 

 ・裏地は付けずに一重仕立てとする。 

 ・立体構成にする。 

 ・『バッグ』の口がふさがるようにする。（中身がでない工夫をする） 

④デザインの工夫は『バッグ』本体とする。 

 ・裁断後の残布の量をできるだけ少なくする工夫を入れる。布目方向は丈夫さなどを考

慮する。（布目方向が異なるパーツがあってもよい） 

 ・入れるもの、使用目的に合わせて、強度が耐えうる縫い目及び縫い代の始末をする。 

⑤ポケットは必ず『バッグ』本体に付ける。※貼り付けポケットを必ず 1 つ付けること。 

 （ポケットのうち必ず１つは、ポケット口を三つ折りにし、手でまつり縫いをする） 

⑥スナップは必ず 1つ以上付ける。（ボタンを付けることは可能） 

⑦材料費は、２０００円程度とする。 

⑧製作レポートは規定の用紙を用いることとし、必ず手書きをして、Ａ４カラー印刷で 

１部提出する。（レポートの原本は提出せずに本人が保管する。） 

 

 以下は全国中学生創造ものづくり教育フェアにおける注意点 

⑨型紙の作成は事前に行い、当日の競技は『布を整え、型紙の配置』から始めることがで 

きるようにする。 

⑩『バッグ』につける装飾品は事前に製作してくることは認められない。（競技時間内で

製作する。） 

⑪当日製作した『バッグ』を、実際に入れるものを用いて２分程度の発表会を行う。その

際に利用方法とものづくりの視点についてスピーチする。 

⑫競技時間は 3時間 30 分とし、時間内に完成させる。 



４．費 用 

 ①参加費 無料 

 ②材料費 ２０００円以内（自己負担） 

 ③各地区からの代表参加にかかわる経費は、各校（自己）負担とする。なお、主催者およ

び新潟県技術・家庭科研究会からの助成はない。 

 

５．表 彰 

 新潟県技術・家庭科研究会 会長賞    １名 

  新潟県技術・家庭科研究会 技術賞    １名 

  新潟県技術・家庭科研究会 アイディア賞 １名 

 

６．参加申し込みについて 

 ①申込期限 平成 28 年 10 月７日（金） 

 ②申込先 

  送付先 

  

 

 

 

③申込方法  以下の３点を送付する。 

  ・作品 

  ・手書きの製作レポート１部（全国大会と同じ形式 全日中 Web より）

http://ajgika.ne.jp/ 

  ・申込書兼参加応諾書 １部（新潟県技術・家庭科研究会 Web より） 

            http://niigata-gika.jp/ 

 

７．審査員 

   上越教育大学 佐藤 悦子 様 

 

８．審査日程および結果発表 

  ・平成 28 年 10 月 21 日(金) 予定 

入賞者については在籍中学校に通知する。 

・上位２名については 12 月 日（ ）・ 日（ ）に行われる関東甲信越地区大会 

山梨大会に作品を出品する。  

 〒９４３－０８２７ 

 新潟県上越市栄町４番 24 号 

 上越市立城北中学校  齊藤 直美 宛 

 Tel ０２５－５２３－７２６６ Ｆａｘ ０２５－５２３－７２６７ 

  E-mail   nsaito@jorne.or.jp 

http://niigata-gika.jp/
mailto:nsaito@jorne.or.jp

